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１．はじめに
　京都大学では過去20年以上にわたり，古典籍等
の所蔵資料の電子化に取り組んできた。近年は，
京都大学オープンアクセス推進事業において，人
文社会科学系研究基盤の強化を目指して，資料の
電子化ならびに画像の公開を推進している。以上
を背景として，2017年12月に京都大学貴重資料デ
ジタルアーカイブを正式公開した。デジタルアー
カイブは画像データの国際的な相互利用の促進を
目的とした枠組みであるIIIF（International Image 
Interoperability Framework）に準拠している。
　さらに，京都大学図書館機構と慶應義塾大学メ
ディアセンターは，富士川文庫デジタル連携プロ
ジェクトを開始した。本プロジェクトはIIIFを活
用して散逸されて所蔵されている富士川文庫資料
を一堂に公開することを通じて，IIIFによる分散
コレクションの仮装統合を例示する。2018年９月
にサイトの試行版を公開した。
　本稿ではIIIFについて短く導入したあとに，京
都大学貴重資料デジタルアーカイブ，富士川文庫
デジタル連携プロジェクトについてそれぞれ紹介
する。
２．IIIF
　IIIFは貴重資料などの画像データのウェブ上で
の相互利用の促進を目的とした国際的な枠組みで
ある。IIIFの活動は，その目的・活動に賛同する
機関が参加するコンソーシアムによって支援され，
2016年12月に京都大学図書館機構はコンソーシア
ムに加盟している。IIIFの具体的な活動として，
画像データの相互利用を実現する API の定義と
APIに対応した画像サーバ，画像ビューワ等の各
種ソフトウェアの開発が挙げられる。中核となる
APIはImage APIとPresentation APIであり，京
都大学貴重資料デジタルアーカイブを含め多くの
デジタルアーカイブはこれら２種のAPIのみを使
用している。Image APIは画像データの取得方法
を規定する。Presentation APIは，各ページでど

の画像を表示するかといった資料をビューワで表
示するために必要な情報の記述方法を定義する。
Image APIとPresentation APIに沿って資料を公
開することで，あらゆるIIIF 対応画像ビューワで
の閲覧が可能となる。
３．京都大学貴重資料デジタルアーカイブ 
　京都大学貴重資料デジタルアーカイブ（https://
rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/）は，2017年12月１日に正
式公開された。2019年３月29日現在，１万3522タ
イトルの115万7922画像が公開されている。資料の
国際的な流通を目指して，各資料にはローマ字タ
イトルも付与されている。
　画像の利活用を促進するために，京都大学附属
図書館所蔵資料の画像データについては，自由利
用が可能なように二次利用規定を改正した。改正
前には，画像データ利用時に特別利用申請および
学術目的以外の場合は利用料の支払いが必要で
あった。改正後は，画像データの所蔵館の明記と
画像改編時のその旨の明示を行えば，手続きなく
二次利用が可能となった。その後，二次利用規定
は学内の複数の図書館・図書室にも適用され，そ
れらが所蔵する資料の画像データも同様に二次利
用可能である。二次利用規定の改正については，
記事1）に詳しい。
　正式公開から一年が経過したことから，利用状
況調査を実施した2）。2017年10月から2018年11月
までに，約342万件のアクセス（PV）を得ている。
そのうち，約４割のアクセスが海外からのもので
あり，それらのアクセスの多くは海外に所縁のあ
るコレクション（河合文庫等）や絵図入りの資料に
対するものである。また，デジタルアーカイブは
２種類の画像ビューワを提供しているが，どちら
もほぼ同頻度で利用されている。このことは，利
用者が各々の目的・嗜好に応じてソフトウェアを
選択できるというIIIFの利点を示している。
４．富士川文庫デジタル連携プロジェクト
　富士川文庫は，富士川游博士（1865～1940年）の
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旧蔵書である古医書のコレクションであり，資料
の多くは，『日本医学史』の編纂のために収集され
たといわれている。さまざまな経緯から，コレク
ションを構成する資料は京都大学，慶應義塾大学，
東京大学，日本大学等の複数機関に散逸している。
　2018年８月29日に京都大学図書館機構と慶應義
塾大学メディアセンターは共同プロジェクト「富
士川文庫デジタル連携プロジェクト（通称：デジタ
ル富士川）」に関する覚書を締結した。プロジェク
トの目的として，下記の二点が挙げられる。
・散逸している富士川文庫を一堂に公開すること

で日本医史学の研究・発展に寄与する。
・IIIFの利点を活用した分散コレクションの仮想

統合手法について共同で検討・開発し，例示す
る。

　IIIFを活用して両学が所蔵する富士川文庫資料
を統合表示する試行版ウェブサイト（http://www.
kulib.kyoto-u.ac.jp/rdl/digital_fujikawa/）を2018年９月
28日に公開した。2019年２月８日には，東京大学
大学院教育学研究科・教育学部図書室が所蔵する
富士川文庫資料172件が追加され，2019年３月29日
現在，計5,333件の富士川文庫資料が試行版ウェブ
サイトに公開されている。
　図１に試行版ウェブサイトのスクリーンショッ
トを示す。資料の書誌情報が表形式で提供されて
おり，各行に資料タイトル（原題，カナ，ローマ字），
著者，出版年，所蔵機関が表示される。また，
Universal Viewer，Mirador，IIIF Curation Viewer
で画像を表示するためのアイコンが提供されてい
る。検索・ソートといった資料の探索のための基
本的な機能が実装されている。実装については文
献3）に詳しい。
　このようなサイトを提供することで，散逸して
いる資料のデジタル空間上での距離が小さくなり，
資料の比較などが容易になる。また，試行版ウェ
ブサイトでは資料の所蔵機関を意識せずに資料を
探索・閲覧することが可能だ。しかし二次利用条
件は所蔵機関・資料によって異なるので，明瞭な
条件表示が重要となる。
　プロジェクトの実施期間として設定した2020年
度末までには，資料の追加公開や連携機関の拡大，
新機能開発などを視野に入れ，試行から本稼働
フェーズへ移行することを目指している。プロ
ジェクトは特に研究支援を目的とするものである
ので，当該分野やデジタルアーカイブにおける研

究支援のあり方について，資料を利活用する研究
者コミュニティを巻き込んで検討していく必要が
あるだろう。
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▲図１　富士川文庫デジタル連携プロジェクト
　　　　試行版ウェブサイト


